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●１年間よろしくお願いします！！●                                                     

  新年度がスタートして１ヶ月が経ちました。少しずつクラスメイトの個性がわかってきまし

たか？高校の友人が生涯の友人になることもあります。人の繋がりを大切にしてください。今年

度も人権委員と共に、伊勢高校の人権学習を創り上げていきたいと思います。学期に１回ではあ

りますが、多様な価値観を体験できる良い機会だと思って参加してください！ 

 

●今年度の担当と学びについて● 

  今年度の人権担当は、東 正豊（あずま まさと）と山中 昭宏（やまなか あきひろ）が担

当します。どうぞよろしくおねがいします。そして、今年度のテーマは 

「多様な性」を学習します。みんながそれぞれ育ててきた価値観をもう 

一度見直し、「出会い」から「つながり」にできるような学習にしてい 

きましょう！ 

                         

●ルミエールって何？● 

 「ＬＵＭＩＥＲＥ」（ルミエール）とはフランス語で「光」のことです。人権問題に「光」を当

てる。様々な人たちの想いに「光」を当てる。ルミエールをそんな情報紙にしたいと思います。

ぜひ、人間の想いを感じるための大切な教材として読んでくれるとうれしいです。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

☆日常の生活から☆ 

 よしもと新喜劇を見ていたらこんな会話がありました。ホテルで書類にサインをするシーンで

す。「この紙にサインして！」「わたし、字、書けへんねん。」「みんな書けるわ！（つっこみ）」 

このやりとりに「あ～。なるほど。これが今の当たり前なんやなー。」と感じました。 

 みなさん『識字教室』というものを知っていますか？日本語を読み書きできない人に学ぶ機会を

提供している場です。海外にルーツを持ち、日本語の読み書きが難しい人が『識字教室』で勉強し

ているイメージが強いですが、そうではない人達もいます。 

日本にずっと住みながら字を奪われた人達です。 

その人達は家の手伝いで小学校や中学校に通えず、 

字を学ぶ機会を失いました。 

字を取り戻すことは自分自身の個性を取り戻すこと。 

今も『識字学級』で年齢を問わず、学び続けている人が 

いることを知って欲しいと思いました。 


